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　Laser Focus World誌のイノベータ
ーズ・アワード・プログラムは、フォト
ニクス市場における独自性と革新性に
優れた技術、製品、システムを表彰す
るものである。
　本誌審査員による公平な評価に基づ
き、銅賞（Bronze）、銀賞（Silver）、金
賞（Gold）、プラチナ賞（Platinum）の4
段階で、製品または技術、アプリケーシ
ョン、研究開発で卓越した成果を示し
た企業または組織の受賞選考を行った。
　応募作品を、独自性、革新性、設計
者／システムインテグレータ／ユーザーに
与えるインパクト、新規市場のニーズを満
たしているかどうか、新規技術の活用度、
生産性への貢献度を基準に評価した。
　本稿では、2021年の受賞作品について、
各受賞者自身の言葉で紹介してもらうこ
とで、今日の最先端のフォトニクス製品
及び応用事例の概観を示したいと思う。

プラチナ賞受賞者

テスト＆計測
「NED-LMD」 光導波路テスター
　NED-LMD（米 国 特 許 番 号10,257, 
509）と名付けられたこのニアアイ・デ
ィスプレイ（Near-Eye Display：NED）
光測定装置は、拡張現実（AR）、仮想
現実（VR）、複合現実（MR）、ヘッド
アップディスプレイ（Heads-Up Dis-
play：HUD）の完全な特性評価が可能
である。このシステムは、人間の目を
エミュレーションして、IEC（国際電気
標 準 会 議 ）やSID（Society of Infor-
mation Display）によって策定されて
いる最新規格に準拠することにより、
ユーザーの満足度を定量化する。複数
の指向方向における導波路の画質と彩
色欠陥を適切に測定するために必要
な、250pixels/degreeを超える画像解

像度と、180°を超える対角デバイス視
野角を備え、広いダイナミックレンジ

（5〜1000万nit）と搭載されている分
光放射計によって、正確な色測定を行

Laser Focus World 2021 Innovators Awards

ジョン・ルイス

Laser Focus World誌は4年連続で、フォトニクス市場
における独自性と革新性に優れた技術、製品、システムを
表彰するInnovators Awards Programを実施した。

Laser Focus World誌、
2021年度
イノベーターズ・アワードを発表

2022.1   Laser Focus World Japan8

ガンマ・サイエンティフィック社の「NED-
LMD」光導波路テスター
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う。ソフトウエアは、20を超える光学
設計指標を提供し、各テスト対象デバ
イスに対して完全なテストレポートを
出力する。
米国：ガンマ・サイエンティフィック社

（Gamma Scientific）

金賞受賞者

レーザ＆光源
「ORPHEUS-MIR」中赤外広帯域光
パラメトリック増幅器（OPA）
　ORPHEUS-MIRは、中赤外域の部
分的にしか活用されていない重要な領
域を、分光法において利用可能にする
ものである。広帯域に波長可変なこの
中赤外レーザ源は、最先端研究施設を
ターゲットとしており、単一のレーザ
源で2500nm〜1万nmの波長チュー
ニングレンジ内の広帯域幅パルスを提
供する。このレーザ源は、イッテルビ
ウム添加レーザを励起源として使用
し、2チャンネルの光パラメトリック増
幅器に非同一線上の差周波発生（Di-
ffer ence Frequency Generation：
DFG）段が続く構造になっている。オ
プションの狭 帯 域バンド幅 により
15000nmまで波長が延長可能で、パ
ルス幅は100fs未満、短期的にも長期
的にも優れた安定性を備えており、そ
の短いパルス幅、高い出力安定性、広
い波長範囲によって、さまざまな超高
速用途に対して非常に魅力的なデバイ
スとなっている。
リトアニア：ライト・コンバージョン社

（Light Conversion）

レーザ＆光源
「BeamRazor」シリーズの
「LE02」モジュール
　マルチチャンネルのパルスレーザダ
イオードアレイまたはVCSELアレイ
をレーザ源として使用し、これに一連
のマイクロオプティクスを組み合わせ
ることにより、ライダ（LiDAR）検出
器のリニアアレイに整合する、単一の
均質なライン状ビームを生成する
BeamRazorは、車載グレードの信頼性、
性能、コストの目標を満たすライダシ
ステムの設計と製造の課題に対する、
非常に革新的なソリューションであ
る。150mの検出範囲を持つ高度に集
束されたラインレーザビームは、最新
GaN技術によって実現されている。
中国：フォーカスライト・テクノロジー
ズ社（Focuslight Technologies）

レーザ＆光源
「AFX-1000」
　光ファイバ内のビームチューニング
は、レーザ粉末床溶融結合法（Laser 
Powder-Bed Fusion：L-PBF）による積
層造形の生産性を向上させるための、
ファイバレーザの重要な進歩である。
AFX-1000は、レーザのスポット径と
強度プロファイルのリアルタイムな調
整を可能にすることにより、L-PBFの
製造速度を7倍以上にまで増加して、

積層造形部品のコストを大幅に削減す
る。この進歩によってL-PBF装置は、
レーザを利用する技術でしか達成でき
ない材料の選択肢、部品の品質、空間
分解能を維持しつつ、高速バインダー
ジェット装置に匹敵する生産性を達成
することができる。AFX-1000の能力
は、複数の装置インテグレータと研究
開発機関によって、実証及び定量化さ
れている。
米国：エヌライト社（nLight）

産業レーザシステム
「CapStone」PCBレーザ加工システム
　CapStoneシステムは、ガルバノメ
ータを使用して各ビアに対して機械的
にビームポジショニングを行う代わり
に、音響光学ディフレクタ技術を活用
して、作業面に対するビーム配置とビ
ーム出力の動的制御を行う。ガルバノ
メータを使用するシステムの実質的に
2倍の速度で、特にブラインドビアを
対象とした高品質なビア穴あけを実現
することにより、PCB製造における可
撓性材料の加工に必要な全体的な時間
を短縮する。個々のレーザパルスの配
置と出力の動的制御により、欠陥を引
き起こす熱影響部は最小限となり、歩
留まりが向上する。多層材料では、さ
まざまな材料からなる個々の層に穴を
あけてビアを形成する必要があるが、
連続ビーム出力調整によって適切な出
力が適用され、ワンパスで精密なビア
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ライト・コンバージョン社の「ORPHEUS-
MIR」中赤外広帯域光パラメトリック増幅器
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「BeamRazor」シリーズ「LE02」モジュール

エヌライト社の「AFX-1000」ファイバレーザ



を生成することができる。
米国：MKSインスツルメンツ社

（MKS Instruments）

テスト＆計測
「UP-QED」
高密度レーザパワーディテクタ
　UP-QEDシリーズのパワーディテク
タは、独占的な拡散アブゾーバーを使
用して、レーザの出力とエネルギーを
より大きな体積内に再分配することに
より、高繰り返し周波数で高集束の高
エネルギーレーザに耐えることができ、
高出力パルスレーザの用途に関連して
高まる測定ニーズに対応する。損傷し
きい値が高いため、表面強化システム、
微細加工、リソグラフィ、半導体製造
システムといった高強度レーザシステ
ムの動作点を含む、レーザビームのパ
ス内で直接使用することができる。測
定可能な平均出力の範囲が数ｍW〜
300Wと広く、ビームエキスパンダー
や光サンプラーが不要であるため、レ
ーザシステムの設計者やメーカーにと
って使いやすく統合しやすい、パワー
ディテクタとなっている。
カナダ：ジェンテックエレクトロオプテ
ィクス社（Gentec-EO）

レーザ＆光源
「PowerBoost」マルチジャンクション
VCSEL
　2層以上のp-nジャンクションを相互
に積層しトンネル接合で分離した、マ
ルチジャンクション技術を採用するこ
とにより、PowerBoost垂直共振器型
面発光レーザ（Vertical Cavity Surface 
Emitting Laser：VCSEL）は、電力変
換効率を最大60%まで高め、光出力
も向上している。また、より高速な立

ち上がり／立ち下がり時間により、短
いパルス長が可能である。これは、
ToF（Time of Flight）アプリケーショ
ンにおいてアイセーフティ機能を損な
うことなく到達距離を延長するため
に、非常に重要である。この製品は、
3Dカメラやモバイルデバイスの顔認証
といった民生エレクトロニクス分野
や、短距離ライダ、マシンビジョン、
ロボティクスなどの産業分野に適して
いる。比類ないその効率は､駆動電流
の低減とドライバICの変調速度の改
善を求める顧客にとって大きな利点と
なる｡
米国：amsオスラム社（ams OSRAM）

レーザ＆光源
「ダイナミックビームレーザ」
　ダイナミックビームレーザは、溶接
フィードレートと積層造形速度を大幅
に向上させる可能性がある。電気光学
効果を利用したコヒーレントビーム結
合（Coherent Beam Combining：CBC）
によって、溶接パラメータ、キーホー
ルの安定性、溶接スパッタの優れた制
御が実現されており、メーカーはより
複雑な形状を作成することができる。
従来のスキャナ速度の制約を克服する
ために、周波数の変更によってビーム
形状をナノ秒レベルで変更する手法が
採用されている。これによって、より
柔軟なビームステアリングが可能とな
り、eモビリティや航空宇宙の分野に
おける新たな可能性が開かれる。最後
に、焦点の変更による切断や穴あけに
おけるフォーカスステアリングが可能
で、熱影響部を縮小し、電力効率を高
め、溶融池やレーザプロセス全体に対
する優れた制御を提供する。
イスラエル：シヴァンアドバンストテク
ノロジーズ社

（Civan Advanced Technologies）
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MKSインスツルメンツ社の「CapStone」
PCBレーザ加工システム

ジェンテックEO社の「UP-QED」高密度レ
ーザパワーディテクタ

amsオスラム社の「PowerBoost」マルチ
ジャンクションVCSEL 



テスト＆計測
「Kola Deep」分光計測システム
　急峻なエッジに隣接する深いブロッ
キングの測定が可能なKola Deep分光
計測システム（Spectral Measurement 
System：SMS）は、0.3°の円錐半頂角
と直径2mmのスポット径によって、
高精度アプリケーションにおける非常
に正確な薄膜コーティング測定を行
う。この独占的なシステムは、UV、
可視域、近赤外域にわたってOD8以
上までのブロッキング性能を評価する
能力を備え、0°〜60°の任意の正確な
入 射 角 において、 透 過 率90%から
OD7以上までの範囲で、エッジ波長に
対して0.2%よりも急峻なエッジを測定
することができる。これは、ラマン分
光法、次世代シーケンシング、空間生

物学、蛍光イメージングなど、仕様定
義が極めて重要となる用途において、
重要な機能である。これらの用途では、
透過率が高く、ブロッキングが深く、
エッジが急峻で、スペクトルが複雑で
あることから、高性能な薄膜誘電光学
フィルタコーティングが用いられるた
めである。
米国：IDEXヘルス&サイエンス社

（IDEX Health & Science）

分光法
「Culpeo QCL-IR」液体分析器
　これまで、溶液中のタンパク質やタ
ンパク複合体の化学的識別は、赤外

（IR）スペクトルの指紋領域において非
常に困難だった。従来の分光器では検
出能力に限界があり、サンプリング時
間が長いため、科学者はこれまで、オ
フラインの手法によって検体の特性評
価を行っていた。工場環境における中
赤外測定をオフラインからオンライン
に移すことができるという点が、この
装 置 の貴 重 な性 質 である。Culpeo 
QCL-IR液体分析器は、FTIR手法に
共通する検出能力の限界を克服し、
UV手法では取得できなかった化学情
報を提供し、検体の定性的及び定量的

情報の両方を、フロー分離において迅
速かつ非破壊的に取得する手段を科学
者に与える。
米国：DRSデイライト・ソリューション
ズ社（DRS Daylight Solutions）

銀賞受賞者

位置決め、サポート、及びアクセサリ
「QuickPOZ」堅牢なプロトタイプ
開発のための光学機械式マウント
　QuickPOZは、プロトタイプの迅速
な組み立てを可能にする、セルフポジ
ショニング型の光学機械式マウント
で、組み立てられたプロトタイプは、
過酷な動作条件や輸送条件下において
もその構造が維持される。マウントは、
±50μradのポインティング安定性を
維持しつつ、陸上輸送車両にみられる
振動環境に耐えるように設計されてい
る。各マウントは、INO社の特殊なブ
レッドボード上の取り外し可能なリフ
ァレンスボールを使用して、高い位置
再現性で配置される。これらのマウン
トには、ユーザーがすべての光学部品
を、公称光学軸に対して同じブレッド
ボード上に取り付けられた任意のマウ
ントの±0.050mm@2sigmaの範囲内
に配置することを可能にする、特許申
請中の技術が採用されている。マウン
トは、ブレッドボードに固定されると
自動的に位置調整されるため、アライ
メント時間は最小限となる。
カナダ：INO社
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シヴァンアドバンストテクノロジーズ社の「ダ
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Deep」分光計測システム

DRSデイライト・ソリューションズ社の
「Culpeo QCL-IR」液体分析器 INO社の「QuickPOZ」光学機械式マウント



フォトニクスコンポーネント用
製造装置

「MRSI-H-TO」
　MRSI-H-TOは、業界初の1.5μm精
度を誇る、マルチダイ及びマルチプロ
セス向けの柔軟性に優れた新世代の高
速ダイボンダプラットフォームである
MRSI-Hシリーズの1つで、高速DCI
や5Gワイヤレスネットワークの展開に
向けた、新しい複雑なTO-CANフォ
トニクスデバイスの量産をターゲット
としている。特許申請中の先進的な
TO並列処理モジュールには、TOピッ
クアンドプレースヘッドとプリポジシ
ョニングステージが含まれており、ロ
ーディング／アンローディングと共晶
接合の間の並列処理を行うことによっ
て、ツール変更に対する柔軟性を維持
しつつ、スループットを最大限に高め
る。1台のマシンで切り替えを行うこ
となく、サイズや形状が異なる複数の
ダイの処理と接合が可能である。この
システムには、10〜300gで力がプロ
グラム可能なボンディングヘッドが搭
載されている。
米国：MRSI社（マイクロニックグルー
プ[Mycronic Group]傘下）

産業用レーザシステム
「IceFyre」50Wの紫外線ピコ秒レーザ
システム
　IceFyre UVピコ秒レーザは、ファ
イバレーザの柔軟性とパワーアンプの
能力を利用することにより、プログラ
マブルなピコ秒バーストモードを実現
しており、高精度なパルス生成が可能
である。例えばバーストモードの形状
を、ユーザーが柔軟にカスタマイズす
ることができる。効率的で堅牢な赤外
固体パワーアンプによって、ビームモ
ード品質と安定性を維持しつつ、シー
ドパルスが大きな出力とパルスエネル
ギーレベルに増幅される。高度な高調
波変換技術によって、赤外レーザエネ
ル ギー が 紫 外 波 長 に 変 換 さ れ る。
1.25MHz（>40μJ）で50Wを 超 え る
UV出力を提供し、バーストモードに
おけるパルスエネルギーは数百μJ、
パルス幅は10psと、出力の新たな基
準を設けるIceFyre 355-50は、シン
グルショットから10MHzまで、繰り
返し周波数を調整可能である。
米国：MKSスペクトラフィジックス社

（MKS Spectra-Physics）

レーザ＆光源
「iTemp Micro Pump」
　iTemp Micro Pumpは、-40〜85°C
という広い動作温度範囲を備えるとと
もに、低消費電力の非冷却動作が可能
で、新しい応用分野の開拓や消費電力
の削減を目指す設計者を支援する製品
となっている。内部冷却器を必要とす
ることなく、ファブリペロー（Fabry-
Perot）モードの波長ロッキングと安定
性を維持するため、この新しいモジュ
ールを利用することによって、リモー
トの屋外プラントや車載ライダシステ
ムなど、従来の温度制御された中央オ
フィス環境の外に実装可能な、コンパ
クトな光増幅器を開発することができ
る。最大400mWの出力が可能で、高
出力で高ゲインのシングル及びマルチ
チャンネル増幅器を、そうした用途向
けに開発することができる。
英国：ツーシックス社（II-VI）

光学系
「超広帯域（相補型）チャープミラーペア」
　チャープミラーペアのような高精度
な超高速光学系は、カスタム設計が必
要でリードタイムが長く、少量の場合
は価格を考えると調達が難しい。超広
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MRSI社の「MRSI-H-TO」高速ダイボンダ

MKSスペクトラフィジックス社の「IceFyre」
50W紫外線ピコ秒レーザシステム

ツーシックス社の「iTemp Micro Pump」



帯域（相補型）チャープミラーペアは、
世界中で直ちに出荷できるように在庫
が用意されていており、少量の場合の
価格とリードタイムが抑えられる。こ
れは、故障システムの迅速な修理やシ
ステムプロトタイピングの他、研究に

よる科学的発見のペースを促進する上
で、特に重要なことである。600〜
1350nmの標準的なミラーペアは、直
ちに出荷可能である。これらのミラー
は、負群遅延分散（Group Delay Dis-
persion：GDD）が-60fs2と低く、p偏光
に対する平均反射率は99%よりも高い。
米国：エドモンド・オプティクス社

（Edmund Optics）とウルトラファー
スト・イノベーションズ社（UltraFast 
Innovations）

レーザ＆光源
「MIRcat-QT」高速スキャン超広帯域
チューナブル中赤外レーザ
　ナノスケールやマイクロスケールの
化学イメージングなど、要件の厳しい

中赤外分光アプリケーションでは、高
速でS/N比（信号雑音比）の高いデータ
取得のメリットは大きい。中赤外レー
ザ源はこれまで、高い走査速度を得る
ために、ビーム品質と波長忠実度を妥
協しなければならない状態だった。
MIRcat-QTは、最大3万cm-1/sのピー
ク速度による高速データ取得が可能
で、高速でチューニング範囲の広い量
子カスケードレーザ（Quantum Cas-
cade Laser：QCL）エンジンを使用す
る、最も困難な中赤外アプリケーショ
ンに対応する。高速チューニングは、
データスループットを向上させるだけ
でなく、データ取得の時間が限られた
アプリケーションを可能にする効果も
ある。高速計測は、癌研究における組

エドモンド・オプティクス社とウルトラファー
スト・イノベーションズ社の「超広帯域（相補
型）チャープミラーペア」

 

13Laser Focus World Japan   2022.1



織バイオマーカーの高速スクリーニング
から、高温ガスの分光計測に至るまで
の用途で、研究者にメリットを与える。
米国：DRSデイライト・ソリューション
ズ社（DRS Daylight Solutions）

レーザ＆光源
「広帯域偏光量子もつれ光子源」
　「Pearl」と名付けられたこのファイ
バベースのデバイスは、小型かつ堅牢
でアライメントフリーの広帯域偏光量
子もつれ光子対源である。周期分極シ
リカファイバ（Periodically Poled Silica 
Fiber：PPSF）技術に基づくこのデバイ
スは、ターンキー式の室温動作が可能で、
保守をほとんど必要としない。オールフ
ァイバ設計により、宇宙で使われる装置
など、要件の厳しい用途に対しても環
境的に安定している。帯域幅が80nm
以上の通信波長帯において、高品質な
偏光量子もつれ光子対を生成する。量
子情報処理、量子センシング、波長分
割多重に基づく量子鍵配送ネットワーク
など、数多くの用途に対して理想的な

量子もつれ光子源となっている。Cバン
ドとLバンドをカバーする広い帯域で、
高品質な偏光と周波数の量子もつれを
生成し、異なる波長帯と縮退波長に対
してカスタマイズ可能である。
カナダ：OZオプティクス社（OZ Optics 
Limited）

ソフトウエア
「Vision Inspection Pack」（VIP）ソフ
トウエア
　VIPは、2つのユニークな画像解析
システムの性能を1つのプラットフォ
ームに統合した、バックライト付きコ
ンポーネントのシンボル検査のための
完全型ソリューションである。光計測
と欠陥検出を同時に実行して、効率的
な臨床試験と生産レベルの品質管理を
実現するこのプラットフォームにより、
バックライト付きコンポーネントのす
べての視覚的品質を追加設定なしで評
価することのできる、単一のカメラ／
ソフトウエアシステムがメーカーに提
供される。定量化可能な客観的なデー
タが提供され、自動化システムやイン
ラインの品質管理機構への統合も容易
である。このソフトウエアは、測光分
析とマシンビジョン登録を組み合わせ

ることにより、光と色の完全な計測と
欠陥検出の同時実行を実現している。
米国：ラディアント・ビジョン・システム
ズ社（Radiant Vision Systems）

産業レーザシステム
「環境に優しい」グリーンレーザ
　より環境に優しいエネルギー生成方
法を探求する取り組みにおいて、そう
した環境に優しい技術の製造に伴う
CO2排出量を削減することもやはり重
要である。この固体レーザは、23%を
超 え る 電 力 変 換 効 率（Wall Plug 
Efficiency：WPE）と性能によって、持
続可能で費用対効果の高い太陽光発電
装置製造を支援する。高繰り返し周波
数 の LD 励 起 固 体（Diode Pumped 
Solid State：DPSS）グリーンレーザで
あるDX-532-65は、壁コンセントから
の約320Wの電力を消費するだけで、
約73Wの緑色波長（532nm）の光出力
を提供することができる。このエネル
ギー効率で、最大1MHzの繰り返し周
波数（Qスイッチレーザの最高繰り返
し周波数）で30ns@400kHzのパルス
幅を、コンパクトなパッケージで提供
することができる。
米国：フォトニクス・インダストリーズ
社（Photonics Industries）

光学系
「熱レンズ効果が無視できるウルトラ
ファーストミラー」
　そのまま利用可能なこれらのミラー
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を使用することにより、熱レンズ効果
による悪影響を回避しながら高出力の
ウルトラファーストレーザを設計するこ
とができる。この技術は、共振器内ミ
ラーだけでなく、高エネルギーの超高
速発振器や増幅器など、レーザ共振器
の外部で使用される光学系にもメリッ
トがある。熱レンズ効果低減技術を搭
載する外部分散ミラーは、熱の悪影響
を最小限に抑えつつ、ビームの安定性
とパルス圧縮に対する高度な制御が可
能である。熱レンズ効果が無視できる
以外にも、これらのミラーは、最大
-1000fs2 の負 群 遅 延 分 散（GDD）と、
50nmの帯域幅にわたる99.5%を超え
る最小反射率による低い損失を備え、
高出力の超高速システムにおけるパル
ス幅を効率的に圧縮することができる。
米国：エドモンド・オプティクス社

（Edmund Optics）とウルトラファー
スト・イノベーションズ社（UltraFast 
Innovations）

レーザ＆光源
「LaserLight」ファイバ結合SMD
　このFC-SMDモジュールは、400ル
ーメンの拡散白色光を、曲げ半径
5mm、口径1.2mmの側面発光型光フ
ァイバに効率的に結合する。また、光
を小さな口径の伝送ファイバに結合す
ることも可能で、これによって、光源
と電子部品を安全で保守可能な場所に
配置しつつ、リモートの照明器具に電
力を供給することができる。このモジ

ュールにより、小さなフォームファク
タ、1.3mm幅のマイクロリフレクタに
よる6000cd/m2の輝度、最大で5mの
長さの均質なリニア照明が実現可能
で、小さな光学系や照明器具を利用す
る水中設備など、小さな空間や保守が
難しい場所にリモート照明を配置する
ことが可能となる。W-IRシステムは、
同一スポットからの効率的で安全な伝
送をファイバに結合し、デュアルレー
ザスイッチングによって、白色照明、
IRセンシング、ライダ、測距、最大
100Gbit/sのLiFiといった用途に対応
する。
米国：京セラSLDレーザ社（Kyocera 
SLD Laser）

テスト＆計測
ベンチトップ型「Intelligent Optical 
Signal-To-Noise Ratio Generator」（i 
OSNR）
　Intelligent OSNR Generator（イ ン
テリジェントなOSNRジェネレータ）
は、ユーザーが光信号に印加したプロ
グラマブルなノイズレベルを基に、正
確に定義されたS/N比を生成すること
ができる。すべてのG設定を、ユーザ

ーフレンドリーなタッチパネルまたは
コンピュータインタフェースによって
自動的に制御することができる。内蔵
されている帯域幅が調整可能なチュー
ナブルフィルタにより、ITUの50Gグ
リッドやその他任意のITUグリッドの
範囲内の任意のチャンネルに対応する
波長を選択することが可能である。
25G〜400Gの広い周波数範囲で動作
するこの装置には、チューナブル光学
フィルタが内蔵されているが、ユーザ
ーは独自の光学フィルタを使用するこ
ともできる。GPIB、USB、イーサネッ
トの各インタフェースを備え、システ
ムやデバイスの自動テストを対象に、
コンピュータによって制御することが
できる。
カナダ：OZオプティクス社（OZ Optics 
Limited）

光ファイバ
2μmハイパワーアイソレータシリーズ
　このアイソレータシリーズは、光学
材料の本質的な吸収によって生じる、
高い出力レベルにおける熱による性能
低 下 を 最 小 限 に 抑 え る。1900〜
2100nmの波長で動作するこのシリー
ズには、2μmの偏波非依存のファイ
バ増幅器やファイバレーザシステムに
適した50Wのインラインアイソレータ
や、ファイバレーザや計装分野に適し
た100Wのファイバtoフリースペース
型アイソレータなどがある。どちらの
製品も、低挿入損失、高アイソレーシ
ョン、ハイパワー対応、高リターンロス、
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環境に対する優れた安定性と信頼性を
特長としている。これらのアイソレー
タは、MOPAアーキテクチュアのファ
イバ発振器とファイバレーザの両方に
対して、理想的な選択肢である。
中国：アドバンスト・ファイバ・リソーシ
ズ社（Advanced Fiber Resources （Zhu 
hai） Ltd.）

銅賞受賞者

フォトニクスコンポーネント用
製造装置

「8303シリーズ」自動真空圧
はんだ付けシステム
　高出力産業用レーザ市場には、信頼
性が高く欠陥率の低い半導体パッケー
ジングが必要である。SST 8303シリ
ーズの自動真空圧はんだ付けシステム
は、この特定の市場ニーズに向けて、
真空圧とガス圧の正確な組み合わせを
利用した、信頼性と再現性の高いはん
だ付けインタフェースを提供すること

により、フラックスレスのはんだ付け
に対する新たな業界基準を設定してい
る。コンベヤベルトとデカルトガント
リを備えるこのシステムは、はんだ付
けプロセスを正確に制御することによ
り、信頼性の高いパッケージの量産を
可能にする。シングルチャンバまたは
トリプルチャンバで提供されており、
50ミリトル以下の真空レベルから
40psigの圧力までの不活性ガス環境に
おける、最大500°Cの加熱と高速冷
却が可能である。
米国：パロマー・テクノロジーズ社

（Palomar Technologies）

光学系
高速偏波コントローラ-スクランブラ

（EOPC）
　光ファイバ通信、センシングシステ
ム、光学イメージング、セキュリティ
において、100Gbit/sのコヒーレント
検出システム、干渉計、電気光学変調
器など、内的または外的に誘発される
複屈折に起因する偏波関連の障害の影
響を受けやすいデバイスは多い。革新
的な電気光学結晶を実装するEOPCは、
開発者が、光ファイバリンクにおける偏
波関連の障害を克服して、光干渉断層
撮影（Optical Coherence Tomo gra phy： 
OCT）システムにおいて高解像度画像を
生成するための高速光信号の分解など、
最先端用途における最も厳しい要件を
満たせるように支援する。外部電圧の
印加によって偏波状態をすばやく操作
するためのシンプルで効率的な手段を提

供するこのデバイスは、2、3、または4
個の独立したチャンネルを備えた状態で
提供されている。
カナダ：OZオプティクス社（OZ Optics 
Limited）

フォトニクスコンポーネント用
製造装置

「Palomar 8100」ワイヤボンダ
　8100ワイヤボンダは、全自動で熱
硬化性の高速ボールアンドスティッチ
型ワイヤボンダで、ボールバンプやカ
スタマイズされたループプロファイル
の生成が可能である。実証されたワイ
ヤボンダ設計をベースに、最新の生産
性技術とモーション制御、ソフトウエ
ア、オペレータの人間工学、ユーザー
体験が取り入れられている。最適化さ
れたワイヤフィードパスによって、ロ
ーディングが高速化されており、稼働
中にワイヤ全体が見えるようになって
いる他、すべてのユーザー作用ポイン
トが、オペレータの手が楽に届く範囲
に配置されている。LEDアレイやオプ
トエレクトロニクスのパッケージング
に適したこのシステムは、狭い空間、
繊細な表面、フリップチップ、深い空洞
を伴う用途に対して、最適な性能を発
揮し、卓越した材料柔軟性を提供する。
米国：パロマー・テクノロジーズ社

（Palomar Technologies）

2022.1   Laser Focus World Japan16

.feature Laser Focus World 2021 Innovators Awards

LFWJ

アドバンスト・ファイバ・リソーシズ社の2μm 
ハイパワーアイソレータシリーズ

パロマー・テクノロジーズ社の8303シリー
ズ自動真空圧はんだ付けシステム

OZオプティクス社の高速偏波コントローラ-
スクランブラ（EOPC）

パロマー・テクノロジーズ社の8100ワイヤ
ボンダ


